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商売くらし

に役立つ！

全国

商工新聞

月/500 円

2025.6.23

物価高で営業と生活が大変！

 消費税を５％に減税

 年間 １２万円 使えるお金

ができる（平均的な勤労世帯）

労
働
保
険
事
務
組
合
よ
り
「
納
入
通
知
」
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
の
労
働
保
険
納
入
通
知
書
を
６
月
９
日
に
委
託

事
業
所
へ
発
送
し
ま
し
た
。

労
働
保
険
確
定
・
１
期
分
保
険
料
の
納
入
に
つ
い
て



現
金
納
付

 
月
 
 
日
 
 



口
座
振
替

 
月
 
 
日

 源泉所得税納期特例納付

 市県民税納付（特別徴収）

 社会保険算定基礎届

納付・提出期日  月   日
忘れないようにしましょう。

令和 6年は定額減税があり、年末調整時に従業員の所得
税還付金を立替した事業所もあります。

年末調整時の納付書をよく確認して、1月から 6月まで
預かった所得税を納めましょう。

源泉所得税の納付書を無くした場合は速やかに税務署

に連絡をして納付書を送ってもらいましょう。

日
本
共
産
党
阿
賀
野
市
議
団
（
清
水
市
議
・
松

崎
市
議
・
宮
脇
市
議
）
は
１
３
日
、
国
が
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
に

対
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
支
援
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

『
重
点
支
援
交
付
金
』
を
追
加
（
１
０
０
０
億

円
）
す
る
こ
と
を
決
め
、
阿
賀
野
市
に
は
２
２

０
０
万
円
配
分
の
内
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
夏
場
の
水
道
料
基
本

料
金
を
３
ヶ
月
分
減
免
す
る
こ
と
を
求
め

る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

共
済
会
請
求
わ
す
れ
あ
り
ま
せ
ん
か

６
月
初
旬
に
入
院
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
月
を
ま

た
い
で
の
請
求
書
で
、
１
か
月
分
が
ま
だ
医
療
機
関
か
ら

送
ら
れ
て
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
後
日
請
求
書
が
届
き

次
第
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

共
済
会
（
本
則
）
請
求
は
、
連
続
３
日
以
上
の
入
院
か

ら
請
求
で
き
ま
す
。
３
０
日
以
内
の
入
院
で
あ
れ
ば
医
療

機
関
の
請
求
書
又
は
領
収
書
の
コ
ピ
ー
で
可
能

で
す
。
（
氏
名
・
入
院
期
間
・
医
療
機
関
名
が

帰
さ
さ
れ
て
い
る
も
の
）

憲法をくらしに生かそう市民集会

 日 時  月   日（日）

午後  時開会

 会 場 水原公民館 大講堂

主催 憲法 9条を守る阿賀野の会

共産党議員団加藤市長に申し入れ

国の重点支援交付金活用して夏場の水道料基本料金免除を

阿
賀
野
市
の
水
道
料

基
本
料
金
は
一
般
家
庭

（
口
径
１
３
ミ
リ
）
で
月

７
７
０
円
、
１
ヶ
月
の
基

本
料
金
総
額
は
約
１
１

５
０
万
円
（
６
月
議
会
で

の
上
下
水
道
局
長
答
弁
）

で
、
党
議
員
団
の
申
入
れ

で
は
国
の
重
点
支
援
金

と
一
般
財
源
か
ら
の
補

填
で
３
ヶ
月
分
の
減
免

を
実
施
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

記
事

松
崎
会
長

写
真

清
水
市
議


